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東海第二発電所

内部溢水による損傷の防止等について
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１．概要

• 基準地震動確定（2016年11月）以降，耐震B,Cクラス配管について基準地震動
Ssによる耐震評価を行い，以下の４系統について溢水量の削減を実施
【耐震補強による溢水量削減系統】
原子炉補機冷却水系（RCW系），燃料プール冷却浄化系（FPC系），
復水・純水移送系（MUW系），屋内消火系（FP系）

• 前回審査会合（2017年6月）以降，基準地震動Ssによる耐震評価について
新たに確認ができた以下の２系統の溢水量を削減
【耐震補強による溢水量削減系統】
原子炉冷却材浄化系（CUW系），制御棒駆動系（CRD系）

• これにより，前回審査会合時から地震時の溢水量を約４０％削減
（約205m3→約124m3）

• 東二は原子炉建屋最下層空間が比較的狭隘であることから，溢水を上層階に
も滞留させることとしていたが，最下層の滞留水位が減少したことから，対応
方針を以下の通り変更
【変更前】 溢水滞留は，最下層及び上層階 （東二特有）

【変更後】 溢水滞留は，最下層のみ （先行プラント同様）
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２．溢水量の削減（１／２）

2014年12月審査会合以降の溢水量削減状況を以下に示す。

No. 溢水系統
溢水量（m3）

2014年12月(*1) 2017年6月(*2) 今回(*3)

１ 原子炉補機冷却水系（RCW系） 91.27 0.00 0.00

２ 燃料プール冷却浄化系（FPC系） 85.77 0.00 0.00

３ 復水・純水移送系（MUW系） 95.14 0.00 0.00

４ 屋内消火系（FP系） 5.32 0.00 0.00

５ 原子炉冷却材浄化系（CUW系） 95.62 77.79 0.00

６ 制御棒駆動系（CRD系） 5.24 3.38 0.00

最下層の最大水位 146cm 85cm 52cm

(*1)上層階の滞留あり，区画分離壁なし
(*2)床面ひび等による最下層への流下，滞留を想定，区画分離壁あり
(*3)最下層への流下，滞留を前提，区画分離壁あり
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３．設備の健全性，重大事故等対応要員のアクセス性

重大事故等対応要員のアクセス性に影響しないよう，歩廊等の設置対策
を実施

（１）設備の健全性

原子炉棟の最下層に設置されている設備について，没水により機能喪失
しないよう，堰の設置対策を実施

（２）重大事故等対応要員のアクセス性

操作対象弁高さ 約1.1m

RHR C ポンプ室

矢視②矢視①

矢視①

矢視②

堰のイメージ

歩廊高さ64㎝以上機能喪失高さ27.5㎝

新設歩廊のイメージ
新設歩廊のイメージ

浸水水位約64㎝
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４．内部溢水対応方針の変更

【変更前】
• 東二は原子炉建屋最下層空間が比較的狭隘であることから，最下層を溢水の
最終滞留区画とするとともに，上層階に溢水を滞留させる。

• 上層階に溢水を滞留させるために，床ドレンファンネルの閉止，漏洩検知器の
設置等の対応を行う。

• 上層階に溢水を滞留させるが，地震時には，万が一床面に生じたひび割れ等
から上層階の滞留水が最下層に流れることも想定する。

【変更後】
• 最下層を溢水の最終滞留区画とし，上層階には溢水を滞留させない。
• 上層階に溢水を滞留させるための対応（床ドレンファンネルの閉止，漏洩検知
器の設置等）は不要。

• 最下層に滞留させることを前提として，溢水影響評価を実施する。

内部溢水対応方針を以下の通り変更する。
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５．東海第二の特徴

東海第二発電所の特徴と溢水評価に対する考慮事項は以下の通り。

（１）溢水評価に関係する建設当初からの主な変更点として火災防護区画の
設置があることから，これを踏まえて評価を実施する。

（２）基準津波が原子炉建屋等重要施設の設置高さより高いことを踏まえ，
津波浸水防止対策を充実させる。
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５．２ 津波浸水防止対策の充実について
（１）原子炉建屋等重要施設の設置高さ及び基準津波高さ

原子炉建屋等重要施設の
設置高さ

T.P.+8m

基準津波高さ(*)
T.P.+17.1m

（防潮堤前面位置）

（２）浸水防止対策
・原子炉建屋等重要施設の設置高さに対する基準津波高さが高いことから，
防潮堤設置の他に，敷地内の防護建屋・区画への浸水防止対策が必要
・海水ポンプ区画とタービン建屋区画に津波を浸水させない措置として，
以下に示す循環水管伸縮継手破損部からの溢水対策を実施する。
①地震時の循環水ポンプ停止とポンプ出口弁及び復水器出入口弁閉の
インターロック設置
②循環水ポンプ出口のゴム伸縮継手をクローザージョイントに交換

５．東海第二の特徴

(*)基準津波高さについては，防潮堤の設置ルートの変更を踏まえた影響を確認する。
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５．津波浸水防止対策の充実について

地震時の循環水管伸縮継手からの溢水を検知し，循環水ポンプを停止する
とともにポンプ及び復水器出入口弁を閉止するインターロックを設置（BWR共通）

（３）循環水管伸縮継手破損部からの溢水対策
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